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　このたび京都府遊技業協同組合様をはじめ、京滋ヤクルト販売株式会社様、京洛ヤクルト販
売株式会社様より車両購入資金のご寄付をいただき八寿園デイサービス号を購入しました。
　車イスのまま乗降できるスロープ付きの軽車両で小廻りがきき、送迎サービスに活用させて
いただきます。



（２）社協だより　　２００８年（平成２０年）３月１日

　赤い羽根共同募金が１０月１日～１２月３１日までの３ヶ月間で４,４４9,７９４円、歳末たすけあい募金が１２月１
日～３１日までの１ヶ月間で３,７５０,０３５円のご協力をいただきました。
　自治連合会をはじめ、多くのみなさま方のご協力のおかげと、大変感謝いたしております。
　赤い羽根共同募金は、みなさまから寄せられた善意を有効に活用させていただくために、各地域に配
分され、さまざまな地域福祉活動に生かされています。
　配分委員会は自治連合会、民生委員、行政、社協等で構成され、募金の活用方法について検討をして
いただいた結果、地域福祉活動の推進のために次のように配分をさせていただきました。
　これからも地域福祉活動の推進のために、みなさまのご協力をお願いいたします。
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め

（障がい者施設）八幡共同作業所通所者
のため

（障がい者施設）あしたばの家通所者の
ため

（障がい者施設）ディアレスト通所者の
ため

障がい児学童保育地域福祉活動

一人暮らし高齢者世帯へのおせち料理
配食

学区福祉委員会の地域福祉活動事業

ボランティア団体が行う交流事業

福祉団体が行う交流事業



（３） 社協だより　　２００８年（平成２０年）３月１日
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八寿園デイサービス

月曜日から金曜日
（土曜日・日曜日は休業です）

午前９時から午後４時まで

１日12名

介護保険制度で「要支援」又は「要介護」
の認定を受けられている方で、認知機能が
低下されている方。（介護認定を受けられ
ていない方も、ぜひご相談ください）

社会福祉法人 八幡市社会福祉協議会

八寿園デイサービス

　早いもので、開所して３ヶ月がたちました。
　日々、いろいろな催しもので、利用者の方々と一緒
に楽しい時間を過ごしています。
　デイサービスについてのお申込・ご相談はお気軽に
お問い合わせください。（また１日体験もございます）

緯 983-2810
ニコニコハチジュエン

開　園　日

サービスご提供時間

ご利用定員

ご利用できる方

お問い合せ先

■一般会員 年額１口 500円

■特別会員 年額１口 3,000円

■賛助会員 年額１口 10,000円

ご利用ください



（４）社協だより　　２００８年（平成２０年）３月１日

　７０歳以上でひとり暮らしの方の情報交換と交
流を図るために組織されています。毎年、日帰
り旅行、会員親睦会（クリスマス会・ひな祭り）
やボランティア
の方々との楽し
い料理教室を
行っています。

　母子家庭の親子のふれあいと、会員相互の交
流やつながりの輪を広げることを目的に活動を
行っています。料理講習会やクリスマス交流会
など楽しい催
しを行ってい
ます。

　寝たきりや認知症の介護者家族の交流や情報
交換を通して、会員相互の親睦を図るために組
織しました。主な活動は、お互いの悩みや不安
を語り合い、経験から生まれる知識や工夫を提
供する情報交換会や会員の親睦を図る交流会、
介護関連の最新の
情報を紹介する研
修会などを行って
おります。

八幡介護者家族の会

八幡市ひとり暮らし老人の会「福寿会」
　八幡市老人クラブ連合会では、「健康・友愛・
奉仕」を基本に活動を推進しております。健康
事業では、ゲートボール・スカイクロスなどの
スポーツを通じて、会員同士の交流を深め、友
愛事業では、「愛の貯金箱」運動や趣味の部会の
福祉施設への慰問訪問など相互支援の輪を広げ
ております。また、奉仕事業では、「花のある街、
ゴミのない町」運動を推進し、安心、安全の地
域社会を創るための運動に積極的に参加してお
ります。
　市内在住で６０歳以上の方なら入会できます。

　手をつなぐ親の会ってどんな会？　そんな声
をよく耳にします。今年で結成３４年になります。
八幡市においてのほとんどの知的障がい児者の
団体・施策が親の会の母体となって生まれまし
た。会が行っている活動は、サマーキャンプ、
秋のバス旅行、クリスマス会などのレクリエー
ションや福祉制度の勉強会、福祉施設の見学な
どの研修を行っております。
　市内在住で障がい児者の保護者の方なら入会
できます。

八幡市手をつなぐ親の会

八幡市老人クラブ連合会

八幡市失語症の会「はなそう会」

八幡市一路会（母子会）

　病気や事故などで脳を損傷した場合に、失語
症となることがあります。対人関係がうまくい
かず、閉じこもりになる方もたくさんおられま
す。「はなそう会」では言葉の訓練だけでなく、
情報交換の場所として楽しい時間を共有してい
ます。
とき　毎月第１木曜日
　　　１３：３０～１５：３０
場所　福祉会館２Ｆ



（５） 社協だより　　２００８年（平成２０年）３月１日

　身体に障がいを持つ会員同士の交流を図るた
めに、リフト付きバスを使った旅行やボラン
ティアの方々との楽しい交流会を行っています。
八幡市在住で身
体障害者手帳の
交付を受けてお
られる方は誰で
も入会できます。

　視覚障がいのある方々の親睦を深めるととも
に、日常生活の訓練や点字の講習などを行って
います。市内在住の視覚障がい者であれば誰で
も入会できます。

　聴覚言語障がい者の親睦を深めるための活
動や手話教室の開催やボランティアさんとの
交流会を行っています。
市内在住の聴覚言語
障がい者であれば誰
でも入会できます。

　難聴者の情報交換と地域社会への参加を図る
ために活動を行っています。主な活動は社会見
学会や要約筆記のボランティアの方々との交流
会などを行っています。また、定期的に市内公
共施設で「耳の
相談会」を開催
しています。
　難聴でお悩み
の方、ぜひご入
会ください。

八幡市身体障害者協会

八幡市ろうあ協会 八幡市難聴者協会

京都府視覚障害者協会八幡支部



各学区福祉委員会は福祉委員（地域のボランティア）を募集しています。
お問い合わせは、社協（緯983-4450）まで。

（６）社協だより　　２００８年（平成２０年）３月１日

　今年の「ふれあいの集い」は南山小学校の「おやこ祭り」
（１０月３０日）に福祉のコーナーを設けました。
　校区での福祉委員会の啓発、子供からお年寄りまで幅広
い層との交流を図りたいとの思いからです。体験コーナー
（車イス、アイマスク）では８０名の参加、もちつき体験では
３０kgの餅を無料で、うどんコーナーでは５０円で７００食を用
意し、「おやこ祭り」の楽しい集いにお手伝いができました。
私たち委員も楽しい汗をかきました。

南山小学校区福祉委員会

もちつきふれあいサロン

一区地区福祉委員会
第一支部青少年育成補導委員会共催
平成１９年１２月９日（日）第一区公会堂　参加者７０名
区民交流と子供達のクリスマス会
　当日、子供達に杵と臼を使っての、餅つき、餅まるめを
体験してもらいました。
　その後は、きな粉餅、花鰹餅を食べたり、ビンゴゲーム
などを行った後、クリスマスプレゼントをいただき、参加
者全員、笑いと対話の賑やかな一日を過ごしました。
　参加者の皆様ご苦労様でした。　今後も行事を計画して
おりますので、お気軽にご参加ください。

中央小学校区一区地区福祉委員会

　寒い日が続きますが、皆様、如何お過ごしでしょうか。
　第二小学校区福祉委員会は、ふれあいサロン、小学校に
出向いての昔あそび、はつらつ健康学級、地域内の缶・ゴ
ミ拾い、広報紙「あゆみ」の発行など四部会で活動をして
います。１月２４日に開催した“食の安心と安全について”
の講演会は、タイムリーな内容で多数の参加をいただき、
好評でした。詳細は３月発行の「あゆみ」をご一読ください。
　３月９日には、生涯学習センターで“みんなでフェスタ”
を開催します。地域の子どもたちやお年寄りが一緒にクイ
ズやゲーム、歌などで楽しいひとときを過します。豚汁や
コーヒーなども用意して皆様のご参加お待ちしています。

第二小学校区福祉委員会



上 記 の ボ ラ ン テ ィ ア 講 座 の 申 し 込 み・お 問 い 合 わ せ は
八幡市社協ボランティア活動センター（緯983-4450）まで

（７） 社協だより　　２００８年（平成２０年）３月１日

日曜大工ボランティア日曜大工ボランティア　　 
養成講座の報　養成講座の報告告

　２月１０日（日）日曜大工ボランティア養成講座を開催
しました。
　当日、１０名の参加者がありました。午前中はボラン
ティアグループ「とんかち」による講義や活動内容の説
明、午後からは実技（プランター台、小物入れ）を行い
ました。
　「とんかち」は定年退職をした男性１７名のメンバーで、
障がい者、高齢者の方を対象とした木材、竹材加工技術
の指導と技術支援、オーダーメイドによる生活用品の開
発、製作、販売、放置竹林の拡大防止のための啓発、竹
林整備など広く活動をしています。

　受講された
３名の方があ
らたにメン
バーに加入さ
れました。
　定年後のお
父さん、是非
一度遊びに来
てください。

　　　あやべボランティア総合センター　
　さる１月２５日（金）
に綾部市のボランティ
ア活動の拠点である
『あやべボランティア
総合センター』にボラ
ンティア連絡協議会で
見学に行きました。当
日２７名の参加者がありました。その日は大雪で、駐車場
からセンターまでの道のりが険しく感じました。
　『あやべボランティア総合センター』は、５年前、綾部
信用金庫本町支店が閉店、綾部市に旧支店の有効活用の
打診があり、綾部市が、賃貸契約により借り受け『あや
べハートセンター』として、活用することになりました。
建物内には、あやべボランティア総合センター、日本ユ
ニセフ協会綾部友の会、印刷室、その他は共用使用で、
応接室、和室大、小、談話室、会議室、炊事室があります。
　綾部市が賃貸をしているため、市と社協の職員の２名
が常駐しています。
　会館そのものは大きくありませんが、部屋の配置もま
とまっており、各種パンフレットなども見やすくなって
いました。
　綾部市は高齢化率が高く、そのため運転ボラ
ンティアと除雪ボランティアのニーズが高く、
ボランティア活動なくして、日常の生活が困難
だと思いました。

見学に行
きました 傾聴ボランティア講座の報傾聴ボランティア講座の報告告

　２月１日、８日、１５日、２２日の４日間にわたり文化セ
ンターで、傾聴ボランティア講座を開催しました。講師
に京都社会福祉国際センター、臨床心理士の小松真佐子
氏をお招きして、『傾聴の大切さと聴き方の基本』をテー
マに講義とロールプレイをしました。２人ひと組になっ
たり、４～６人ひと組みになってトレーニングを行い、
最初に、自分自身の動機、目的の整理、枠組みの大切さ
（時間を決める、場所、立場、料金）などを学び、あまり
深く聞きすぎて抱え込まないように、また、傾聴してい
るときに怒りがでてくることがあるなど、その時は同じ
メンバー内で支えあい、共有し、一人で悩まないことが
大切だと教えていただきました。
　参加者からは、聴き手になる時は、相手の目を見て聴
き、話す、相手の話に興味を持つ、うなづき、笑顔、共
感に心がけ、身振り手振りをし、聴くときの体の向き、
座る位置などのテクニックが必要だとの意見がでました。
　３日目はひまわり園の稲葉裕二施設長から施設でのボ
ランティア活動の心得を交え、６０分の講義をしていただ
きました。
　今後はグループでの
活動を予定しています。

詳細が決定
次第、社協だ
よりでお伝
えします。

ボランティア入門講座の報ボランティア入門講座の報告告
　１２月８日、１５
日の２日間にわ
たり、文化セン
ターで、ボラン
ティア入門講座
を開催し、２０名
の参加者があり
ました。内容は
手話体験、車椅
子体験のあと、

障がい者生活支援センター相談員の蓑さんから『介助犬
との出会い』というテーマで講演をいただきました。そ
の中で「自分自身、年を取るにつれて体を動かすのがだ
んだんしんどくなってきています。その時、“がんばり
続けなくていいんだ”“ありのままでいいんだ”といった
気持を持っています」この様な無理のないナチュラルな
姿勢に大変感銘を受けました。
　また、２日目は華頂短期大学の名賀亨先生から『ボラ
ンティア活動～はじめの第一歩～』というテーマでご講
演いただきました。
　ボランティア活動の基礎を学ぶ講座ですので、ご参加
をお待ちしています。　



（８）社協だより　　２００８年（平成２０年）３月１日
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日　時：３月１１日（火）
時　間：１３：３０～１５：３０
場　所：八幡市立福祉センター
　　　　（男山笹谷第五小学校隣）
講　師：白井　佐智子氏（美保姿　京華きもの学院講師）
参加費：無料
対象者 ：八幡市内在住の障がいのある方で、着物に興味
　　　　をお持ちの方どなたでも　　
問い合わせ
　　　　障がい者生活支援センターやまびこ
　　　　〒６１４-８０９３
　　　　八幡市八幡三本橋５９- ９　社会福祉協議会内
　　　　緯　０７５-９７２-２８８０　　FAX　０７５-９８３-５７９８

あなたの身近な相談窓口としてご利用ください

困ったときちょっと相談してみませんか？

お困りごとの内容を問わず、ご相談をお受けします

夜間･休日も電話で受付しています。

緯983-2000　FAX 983-5798
http://www.mediawars.ne.jp/~yawatas/
場所　八幡市社会福祉協議会内

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれあああああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタふれあい福祉センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室相談室　　　　　　　９時から１６時まで
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「着物着付け教室」開催 ！ ！パパパパパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソソソソソココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンン体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験教教教教教教教教教教教教教教パソコン体験教室室室室室室室室室室室室室室室
　おもに高齢者、障がい者でパソコン未経験者や初心者の方
対象です。月２回（第３土曜日・第４土曜日）連続３ヶ月間
６回の講習です。

日　時　午後 2 時から 4 時まで
　　　　３月１５日・３月２２日・４月１９日
　　　　４月２６日・５月１７日・５月２４日
　　　　６回連続で参加していただきます。

場　所　八幡市福祉会館２階会議室

内　容　パソコンが初めての方が理解出来るように電源の入

れ方からパソコンの基本操作を学びます。

定　員　先着４名

講　師　パソボラ八幡の会員

費　用　無料

　　　　ノートパソコンをお持ちの方はご持参ください。

申込先　パソボラ八幡　岡坂　緯０７５-９８３-８５４１

※お急ぎの方は下記の勉強会「パソコン塾」にご参加ください。
　「パソコン塾」　
　場所：市民交流センター
　日時：毎週火曜日に１時から２時２０分
　パソコン初心者対象の講習会
　お問い合わせは　パソボラ八幡　岡坂まで電話ください。
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